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１１月１５日は七五三の日
子どもが大病もせず元気に育つことは大きな喜びであり、親として健やかな成長を願わずにはいられ

ません。七五三とは、３歳、５歳、７歳の節目に成長を神様に感謝し、お祝いしたことから始まったと
されています。江戸時代に現在の七五三の形になり、武家や商人の間に広まったそうです。
現代に比べて、医療の発達が未熟で衛生面も良くなかった昔は、子どもの死亡率が高く「７歳までは

神の子」として扱われ、７歳になってやっと地域社会の一員として認められるようになったということ
で、七五三の中でも７歳の儀式を重視する地方が多かったようです。

当日はひよこ・すみれ組からたけ組までの
全園児が自分たちで袋を作製し、その中に千
歳飴を入れて持ち帰りました。千歳飴が長い
のは、元気で長生きできますようにという願
いが込められています。

【ひよこ・すみれ組】

【もも組】 【さくら組】 【たけ組】

楽しみにしていた「焼き芋会」 11/24(金)

年長の子どもたちが６月に苗を植えたさつま芋が大きく成長し、今月８日（水）に子どもたち全員で
さつま芋掘りをしました。それから２週間が過ぎ、焼き芋会を楽しみにしていた子どもたち。
当日は、濡れた新聞紙に包まれたさつま芋をさらにアルミホイルで巻いたものを、一人一人が大量の

枯れ枝を燃やして準備しておいた熾火の中に投げ入れます。待つこと４０分、ほくほくに程よく焼けた
さつま芋が各教室で配られました。どの子も「おいしい、おいしい」と大好評。お昼ご飯と一緒になっ
てしまいましたが、焼き芋をペロッと２個食べた子どももおりました。誰もが秋の収穫に満足した「焼
き芋会」でした。

保護者自由参観の中で盛り上がった
ボール投げ教室 11/17（金）

当日はあいにくの雨天で、遊戯室で行われたボール投げ教室でした
が、講師の長濱先生が、子どもたちのボールの投げ方の技能を高める
ために、いろいろ工夫された練習方法を取り入れ教えてくださりまし
た。また、練習中の長濱先生の話術が楽しく、子どもたちは、その一
言一言に大盛り上がりで、１時間の練習時間が短く感じるほど、楽し
い時間を過ごしました。

◎仏教行事「成道会」について
「成道会」とは、お釈迦さまが悟りを開かれたこと（成道）を記念して行う法要です。本来は、１２

月８日に行うものですが、都合により、１２月４日（月）に相生町の大善寺にて行います。
当日は、もも組、さくら組、たけ組の園児が参加します。服装は、正装（制服・白いシャツ・白いタ

イツ）の着用をお願いします。


